
ら
べ
苅
突
し
た
一
日
翠
泊
る
こ
と
は
、
一
て
も
、
一
方
の
車
輸
が
愈
の
如
〈
動
か
↓
解
と
御
協
力
を
お
願
い
い
た
じ
ま
す
・
一
を
申
し
述
べ
て
、
私
の
御
斡
拶
と
い
た

人
間

Eで
大
切
な
ζ
と
で
は
な
い
で
一
ね
ば
、
議
量
産
活
動
量
め
な
一
年
頭
に
あ
た
り
色
て
所
感
の
一
帰
一
し
ま
す
。

し
ょ
A
品
。
常
に
票
、
常
に
覇
、
一
い
道
理
で
あ
り
ま
す
の
で
、
事
微
力
一

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

司
ゴ
げ
を
新
ぞ
生
き
る
こ
と
は
、
一
で
は
あ
り
ま
す
が
、
町
諮
問
と
穏
提
携
一

E

E

h

h

'

・・

1
4

新
年
の
感
想
の
み
に
終
ら
せ
て
は
吉
一
い
た
し
、
目
下
療
で
い
語
、
章
一
斗

v
i
ょ
ιよ
実
証
切

な

い

と

思

っ

て

お

り

ま

す

。

一

一

宮

g

-

a

・

一
の
議
ょ
に
あ
る
わ
が
六
洗
町
の
建
設
の
一

i
，

警

官

個

人

個

人

と

し

て

、

震

一

語

、

雲

の

全

竺

丸

と

な

っ

て

体

一

鹿

島

線

建

設

は

じ

ま

る

で
あ
D
、

家

庭

が

平

和

で

あ

り

、

塾

恵

一

一

一
あ
た
り
の
決
意
を
新
た
に
い
た
し
て
居
一

と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
愛
護
一
の
告
社
会
誕
警
あ
れ
ば
と
い
う
一
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
一
町
民
の
誰
も
が
、
我
が
大
洗
町
か
ら
一
計
り
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

万
年
、
そ
れ
に
比
ぺ
る
と
人
の
一
定
一
念
願
毒
ち
続
け
て
お
り
ま
す
が
、
広
一
斉
町
襲
警
の
纂
盤
で
あ
る
港
一
国
鉄
に
乗
っ
玉
乙
へ
で
も
ゆ
き
た
い
一
番
に
お
き
ま
し
て
有
名
鹿
島

ま
こ
と
に
紗
た
る
一
個
瞬
間
で
あ
り
ま
一
ぃ
露
に
立
っ
と
き
、
憲
の
灯
は
な
一
建
設
も
、
愈
々
新
伊
達
か
ら
港
内
繋
一
と
い
う
夢
と
期
待
普
く
官
心
に
国
一
線
敷
設
に
伴
い
草
さ
れ
ま
す
、
大
出

す
。
そ
れ
だ
か
ら
ζ
主
主
で
い
る
一
一
を
遥
か
で
あ
り
ま
す
。
毒
性
三
一
備
、
荷
揚
げ
偉
署
捜
立
工
事
責
ら
が
い
て
お
っ
た
こ
と
と
思
い
手
。
一
駅
の
駅
前
広
場
誌
に
遇
ず
る
都
市
計

旦
日
は
、
か
け
が
い
の
な
い
貴
重
な
一
健
康
等
り
、
室
を
号
、
豊
か
な
一
れ
る
段
階
と
な
か
、
夢
の
撃
た
る
水
一
こ
う
し
た
久
し
い
聞
の
夢
が
い
よ
い
一
国
道
路
の
建
設
等
、
一
大
妻
役
か
か

も
の
で
あ
り
ま
す
。
一
社
会
を
実
現
す
る
た
富
繁
一
段
一
産
セ
シ
タ
1
の

費

者

、

室

長

T
R
E
K手
。
即
ち
一
え
町
議
会
議
員
の
方
々
と
号
、
研

一
日
を
如
何
に
よ
く
生
き
る
か
、
私
一
と
要
請
さ
れ
る
わ
け
で
あ
り
ま
し
ょ
一
海
研
に
な
ら
ぷ
事
力
関
係
施
設
た
る
一
国
鉄
壁
線
の
敷
設
で
す
。
常
磐
線
水
一
究
し
な
が
ら
近
代
都
市
建
設
に
取
り
く

逮
は
果
し
て
悔
い
の
な
い
一
塁
送
っ
一
ぅ
。
こ
う
し
た
き
び
し
い
現
実
の
宅
一
大
理
事
、
材
糾
試
験
炉
完
成
と
一
一
戸
か
ら
分
岐
し
て
、
常
警
の
水
田
地
一
む
べ
く
こ
れ
の
対
策
特
別
委
員
会
長

て
き
た
か
ど
っ
か
?
剣
の
達
人
宮
本
一
昨
年
時
で
も
議
会
費
の
選
挙
が
行
一
職
員
室
建
設
工
事
の
完
成
長
急
速
一
室
、
ほ
ぽ
水
戸
elite-
六
書
道
に
平
一
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
青
島
長

武
蔵
は
「
五
日
告
に
お
い
て
悔
い
さ
一
わ
れ
、
亦
助
役
、
攻
入
役
、
警
重
一
に
整
備
が
章
、
嘉
バ
イ
パ
ス
と
と
一
行
し
て
南
進
し
、
本
町
の
澗
沼
野
近
一
様
方
の
前
に
こ
れ
等
の
高
等
が
発
表

と
い
う
こ
と
を
妻
通
し
て
お
る
と
い
一
の
任
期
が
管
、
再
任
が
決
定
い
た
し
一
も
に
育
力
な
観
光
線
に
加
わ
っ
て
、
そ
一
よ
り
、
警
完
襲
警
、
大
賞
小
一
さ
れ
る
と
と
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
も

わ
れ
て
づ
去
、
閣
を
咋
す
同
証
斑
詰
話
相
浦
一
色
景
観
た
る
や
、
あ
た
か
も
先
進
観
光
一
学
校
の
北
側
、
官
、
大
貧
富
の
旦
ま
た
町
民
の
震
君
臨
力
量

ー

。

ム

口

、

fあ
と

て

?

?

と
U
一
事
、
震
建
設
の
コ
一
つ
の
特
別
一
地
に
撃
が
如
き
感
が
あ
り
ま
す
。
一

Zり
、

事

卒

、

松

川

、

笠

宮

長

も

ま

さ

っ

て

番

号

奈
の
新
空
間
け
た
、
昭
和
四
一
層

Z
E薬
品
ま
せ
こ
う
こ
と
は
凡
人
で
は
な
カ
な
カ
で
き
一
霊
会
が
で
き
て
岸
部
と
共
に
新
一
国
鉄
襲
警
種
々
と
生
み
の
一
回
、
鹿
島
町
、
千
署
震
へ
量
一
手
。
そ
し
長
方
兵
器
一

一一一年

-
-
E
Eさ
ん
と
一
昨
年
事
、
今
霊
迎
え
、
三
難
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
一
室
の
大
事
業
に
ま
せ
五
む
こ
一
苦
し
み
が
聖
返
り
ま
す
が
、
塁
手
る
延
長
七
土
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
一
言
な
ら
ぬ
処
室
長
?

と
も
に
、
ぞ
い
霊
迎
え
、
心
か
ら
そ
私
書
蓄
と
勇
気
を
も
っ
て
、
先
一
こ
れ
は
ほ
ん
と
う
に
事
か
し
い
問
一
と
延
長
し
た
。
習
を
昔
、
一
展
の
際
動
力
と
な
る
最
重
要
な
建
設
宝
一
鉄
道
で
あ
り
ま
す
。
一
ナ
ル
を
発
着
す
る
日
の
百
も
早
か
ら

お
叫
び
を
申
上
げ
ま
す
。
一
人
の
築
き
上
げ
た
今
日
の
芸
よ
り
、
事
」
あ
り
ま
す
が
、
禁
事
長
豆
町
民
の
皆
さ
ん
の
探
き
と
震
と
厚
い
一
事
で
あ
り
ま
し
て
、
な
に
が
な
ん
で
も
一
こ
の
線
は
東
北
地
区
と
、
京
葉
地
区
一
ん
ζ
と
が
瞬
い
た
い
も
の
で
す
。

人
は
過
去
号
返
る
と
き
、
富
一
一
層
よ
り
よ
き
社
会
の
建
設
に
立
ち
向
一
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
も
あ
り
一
隣
室
願
い
望
げ
ま
す
と
と
も
一
早
急
に
解
決
、
工
事
促
進
を
は
か
ら
な
一
裏
返
幹
線
と
な
る
も
の
で
、
乙
の
一

と
反
省
に
お
の
の
き
、
棄
を
臨
ん
で
は
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
京
一
ま
し
ょ
う
。
あ
し
た
神
の
み
官
官
一
に
、
あ
わ
せ
て
皆
さ
ま
の
多
幸
な
ら
ん
一

7
れ
ば
な
り
ま
え
一
重
要
な
沿
線
に
当
る
寄
の
、
産
業
振
一
県
道
、
大
汚
渡
部
線

は
希
望
者
事
う
の
が
通

5一
一
言
葉
に
「
日
に
日
に
、

2
2
7
4
1
2きな
が
こ
と
を
心
か
ら
お
析
望
げ
ま
す
。
一
こ
れ
等
の
経
済
開
発
の
霊
祭
一
書
籍
の
乙
と
、
鹿
島
露
量
一
(
京
一
地
区
)

一

一

一

特

殊

改

良

工

事

近

ぐ

臨

調

ヱ

わ
J

ま

す

。

な

ん

と

な

れ

ば

、

人

間

と

は

一

一

着

々

と

進

み

、

ま

た

文

教

施

設

繋

備

の

一

帯

開

発

に

寄

与

し

、

か

つ

水

郷

田

定

公

一

震

の

可

能

性

喜

じ

な

が

ら

人

生

の

一

「

ご

あ

レ

さ

つ

」

一

学

校

建

設

は

、

実

質

小

学

校

信

一

閣

の

喜

善

大

き

な

章

一

書

一

六

務

長

野

と

を

つ

き

、

主

雪

続

け

る

一

箇

の

探

求

者

だ

か

ら

で

一

一

音

改

築

に

と

り

か

か

D
、
護
主
校
一
を
あ
た
え
る
と
と
と
し
て
と
り
あ
官
一
室
線
量
の
襲
撃
工
事
は
、
昨

日

寸

料

品

出

一

執

行

部

と

相

携

え

て

一

幹

話

可

能

ド

一

れ

口

前

日

付

?

つ

き

ま

し

足

円

開

設

臨

時

務

い

て

あ

る

い

撞

諸

島

域

に

お

い

一

一

学

校

全

校

舎

の

近

代

化

実

現

一

も

号

、

一

昭

和

四

士

一

年

二

月

二

十

七

日

潮

来

町

一

百

十

四

万

九

千

円

審

理

問

)

選

て

、

人

そ

ハ

ぞ

れ

自

分

の

も

っ

て

い

る

一

調

会

蓮

田

山

安

蔵

一

ま

た

町

民

の

皆

さ

ん

へ

の

サ

ー

ビ

ス

セ

に

お

い

て

、

起

工

式

容

わ

れ

ま

し

て

一

決

り

と

な

り

ま

し

た

。

内

容

は

舗

装

延

夏

、

出

し

合

っ

て

い

る

わ

け

で

あ

り

一

一

ン

タ

ー

と

し

て

の

役

察

庁

舎

も

今

年

一

語

お

よ

び

利

根

川

等

に

か

か

る

橋

り

一

長

主

ハ

O
H
(北
松
川
の
坂
の
中
段
か

訪
れ
時
間
同
町
内
山
叫
ん
川
市
川
悦
刷
機
機
織
鶴
一
と
提
言
明
会
議
一
見
J

一比一
ι

日目討
υ
弓一ょ
U
M

日間
U
M

詰け
γ
一
位
十
訪
日
諸

ぬ
深
さ
と
広
が
り
が
あ
り
、
亘
ロ
れ
と
吾
一
γ

守

没

怒

議

吟

離

鱗

鍛

槻

鰍

盤

盤

一

τE
に
Eよつ
て
五
町
震
政
努
の
重
雲
要
な
事
事
霊
事
雪
項
顎
害
占
を
義
を
義
決
遺
塁
定
定
一
う
。
一
鹿
島
町
、
大
野
村
、
言
な
ど
の
買
一
高
患
者
z
六
・
五

mに
な
る
予

選
を
さ
い
な
む
悲
痛
さ
は
、
人
聞
の
一
認
定
賀
川
話
出
継
機
織
機
機
麟
麟
鱗
畿
一
す
る
機
関
で
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
主
一
国
実
績
自
と
す
る
駅
前
広
一
収
は
ほ
ぼ
字
し
て
お
り
ま
す
。
静
一
定
で
す
。
霊
授
は
国
最
高
と
で

も
っ
て
い
る
宿
命
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
…
一
品
川

J
ブ
ー
に
川
町
三
刀
打
川
品
川
町
村
危
ぶ
ぷ
鱗
機
鱗
機
織
一
宰
者
た
る
議
長
の
警
は
極
め
て
重
大
一
湯
、
道
路
建
設
の
都
市
政
治
詰
も
、
一
震
の
路
線
敷
に
つ
い
て
も
、
昭
和
四
一
定
め
ら
れ
た
率
に
応
じ
分
担
す
る
こ
と

し
か
し
そ
れ
だ
官
と
い
っ
て
、
私
一
月
一

fぺ¥人一
JFU一-
J
…J~一一一ν…
一
昨
日
制
三
議
機
嫌
離
鶴
一
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
い
た
し
て
お
る
の
一
い
ず
れ
も
実
施
段
階
に
来
て
お
り
、
問
一
十
年
二
月
大
賞
小
学
校
警
に
お
い
て
一
に
な
っ
て
い
ま
す
。

達
騒
然
と
一
票
に
立
ち
止
ま
っ
て
一
円
人

7一fJ一一一一一
ILL-二だ
議
議
機
騒
鍾
一
で
あ
り
ま
す
。
一
題
も
多
く
、
長
か
し
さ
も
う
か
が
一
路
線
の
計
闘
お
よ
荷
量
重
要
望
一
用
地
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
地
主
さ

い
る
わ
け
に
量
り
ま
せ
ん

G
E
u
j川じ
い
機
議
機
器
開
関
鑑
一
ま
こ
と
に
不
束
で
は
あ
り
去
、
一
室
す
が
、
そ
の
ど
れ
を
取
っ
て
品
一
つ
い
て
噴
き
れ
、
地
主
男
之
さ
の
盟
百
よ
っ
て
明
る
い
見
一

ら
人
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
抱
く
目
標
に
向
ニ
ケ
:
藤
総
欝
総
議
)
い
ザ
機
鱗
機
織
盛
一
私
は
町
民
代
表
で
あ
る
会
議
員
の
意
思
一
の
ふ
く
喜
憲
郷
実
現
に
連
な
る
、
一
の
む
協
力
を
得
ま
し
て
一
部
澗
沼
野
一
週
し
が
つ
き
、
近
三
者
工
と
な
る
予
定
一

て
進
ま
ね
ば
な
ら
室
長
謀
互
r
J

郎

任

ふ

三

三

察

U繍
鱒
織
鱗
観
鐘
一
を
毒
皇
尊
霊
重
号
し
、
あ
号
く
ま
警
で
も
議
議
会
余
が
窓2公金正主
一
や
り
品
甲
礎
禁
が
感
管
;
!
じ
B員iら完兵れハ、皆雪さんの代一近宮の閏軍塁道霊五十土一吾号量塁線雪を在はさ完，ん皇皇ん富皇#益韮勉皇一でで奇す宅@
J

一

る
か
ら
で
あ

i
r
u一
昨

日

主

主

皆

様

機

欝

機

騒

一

に

、

し

宮

円

満

の

う

ち

に

警

せ

ら

す

と

し

て

容

の

千

載

一

遇

の

隆

史

一

馬

一

一

号

の

こ

し

、

第

五

一

一

民
話
立
総
務
総
総
務
総
臨
一
三
日
時
一
時
凶
器
詩
情
一
転
誤
認
式

4

し
、
あ
る
と
き
は
雪
叩
い
て
快
警
一
言
、
希
望
期
待
感
に
満
ち
た
。
一
俊
と
に
よ
り
、
当
選
の
雪
得
ま
し
た
一
ま
す
の
で
、
町
民
設
長
か
れ
て
も
一
町
当
局
と
涯
に
重
一
体
と
な
っ
て
今
一
中
に
水
戸
!
大
洗
間
に
つ
い
て
は
、
セ

J

凶
ぶ
こ
と
が
あ
U
ま
す
。
今
日
童
三
昭
和
田
十
三
年
の
雌
や
か
し
い
撃
を
一
こ
と
に
立
良
心
よ
り
御
礼
高
し
ょ
一
何
卒
御
協
力
を
賜
わ
る
よ
フ
お
願
い
申
一
後
の
町
財
政
の
霊
乗
り
切
り
に
建
一
ン
タ
l
及
び
巾
警
の
型
完
了
し
引

生
き
て
い
る
社
会
、
私
達
を
と
り
ま
く
一
迎
え
ま
す
こ
と
そ
、
町
民
の
同
日
さ
ま
と
一
げ
ま
す
。
一
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
「
議
会
一
を
燃
や
し
て
底
り
ま
す
。
一
出
来
れ
ば
吹
地
の
買
収
に
若
手
し
た
い
審
制

輝
か
し
き
文
化
が
、
そ
う
し
た
先
人
の
一
と
も
に
、
心
か
ら
お
ぎ
を
申
し
上
げ
一
明
言
私
こ
ど
十
一
月
四
臼
の
初
一
と
執
行
部
と
は
、
君
事
自
己
一
大
洗
町
の
望
英
語
の
そ
れ
に
一
と
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
特
に
水
一
戸
!
蓮

一
人
一
人
の
水
年
の
集
積
に
よ
っ
て
築
一
ま
す
。
一
議
会
に
お
い
て
、
議
員
各
位
の
推
挙
に
一
と
よ
く
一
式
わ
れ
ま
す
が
、
そ
の
と
お
り
一
似
て
、
盗
々
洋
々
と
し
て
尽
き
な
い
感
一
大
治
問
に
つ
い
て
は
、
早
い
時
期
に
工

き
上
ザ
り
れ
た
こ
と
を
想

2
き
、
そ
一
私
ど
も
昨
年
十
月
の
町
議
会
改
選
に
一
よ
り
本
町
議
会
の
議
長
に
選
ば
れ
宇
U

一
と
心
得
て
居
り
ま
す
ι

一
が
あ
り
ま
す
。
一
惑
を
完
了
し
、
東
京
及
び
日
立
方
面
へ

の
壮
大
さ
、
そ
の
あ
ら
多
巴
員
三
号
、
皆
様
方
の
深
い
例
理
解
と
御
三
?
?
は
、
ま
こ
と
に
身
に
余
る
光
栄
一
如
何
に
優
秀
な
執
産
制
が
な
さ
れ
一
戸
」
う
富
民
の
出
自
さ
ん
の
慎
重
一
の
覇
者
の
害
罪
者
の
利
害

鋪 44輔
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し、らあおお昭和 48年 1 月 1es目

日
に
日
に
新
た
な
り

ー
新
年
の
ご
あ
い

き

つ

町

長

藤

清

力日

変癌安全額間

j酉を歓んだら
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し、らあおお鋳審44信普

改
選
後
初
議
会
開
か
る

議

長

に

田

山

安

蔵

氏

副
議
長
に
蒐
沢
保
兵
衛
氏

めざましい隠進が期待される、わが大洗SlTの町政に、住民の
世論を茄分に反映させ、設かで明るい郷土建設をめざして今

後 4年間にE寄り、 E汀政を託する、われらの代表24_名をど選ぶ府

議会議員の選挙は昨年10月20日に行われ、次の万々が栄ある

当選をされました。

先
般
の
町
議
会
で
議
員
定
数
六
名
が
一
長
の
百
選
、
つ
ぎ
に
議
会
選
出
監
査
委

削
減
さ
れ
、
二
十
四
名
の
巧
員
に
よ
一
日
間
の
選
任
、
霊
委
員
会
奮
闘
の
推
せ

る
、
初
の
臨
時
前
雲
は
去
る
十
一
月
一
ん
、
語
、
旭
、
寝
室
衛
生
組
合

四
日
役
場
会
議
室
で
聞
か
れ
ま
し
た
。
一
議
員
並
び
に
都
市
計
図
審
議
会
委
員
の

年
長
議
員
で
あ
る
飯
崎
l
之
介
民
が
一
選
任
、
郡
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
問

臨
時
議
長
と
な
り
、
議
長
選
本
が
行
わ
一
惑
を
求
め
る
な
ど
の
議
案
が
提
出
さ
れ

れ
た
結
果
、
田
山
安
蔵
氏
が
誕
押
ば
さ
れ
一
そ
れ
ぞ
れ
次
の
通
り
選
任
決
定
を
行
い

ま
し
た
。
つ
い
で
田
山
新
議
長
に
よ
っ
一
閉
会
い
た
し
津
レ
た
。

て
副
議
長
の
選
苓
が
行
わ
れ
、
鬼
沢
保
(
敬
称
略
)

兵
衛
民
が
選
ば
れ
ま
し
た
っ
つ
づ
い
て
議
長
田
山
安
蔵

各
常
任
委
員
会
委
員
お
よ
び
正
副
委
員
副
議
長
鬼
沢
佳
作
門
衛

h
r

郡

司

穂

b
r

皆
藤
源
次
郎

-

9

関

根

源

一

町
の
重
要
施
策
で
あ
る
港
湾
義
一

9

関

根

幕

内

助

役

に

d
沼

磯

次

郎

氏

・

E

円

円

円

円

円

四

円

円

寄
原
子
力
研
究
所
の
建
設
促
進
、
国
一

9

関

野

清

兵

衛

収

入

役

に

坂

本

雲

氏

車

ロ

日

時

四

閥

均

辺

O

鉄
鹿
島
線
の
建
設
な
ど
の
事
業
喜
一
な
霊
会
議
長
は
随
次
各
委
員
会
に
警
護
員
に
大
山
議
員
は

J

J

J

3

J
』
白
川

率

的

に

お

年

す

め

、

高

度

な

町

の

開

一

躍

し

、

意

見

を

の

べ

る

こ

と

が

で

き

と

も

に

毒

事

。

涼

仙

抑

州

抑

制

側

側

警

図

る

た

め

、

執

行

部

と

議

会

と

が

一

手

。

一

十

二

月

二

十

五

日

を

も

っ

て

任

議

十

L
L
Q内
，
，
i

一
一
体
と
な
っ
て
対
処
す
る
た
め
、
談
会
一
コ
、
:
一
斉
昔
話
宇
と
な
一
了
と
な
り
ま
し
た
、
助
役
、
実
役
、
一
日
間

1

1

総

務

常

任

委

員

会

喜

一

宮

そ

れ

ぞ

れ

襲

警

量

し

一

る

か

子

盟

委

員

会

委

員

名

一

芸

員

(

知

識

経

験

者

)

一

一

者

の

戸

会

費

費

費

費

費

貴

金

費

盟
問
問
問
問
れ
竹
却
問
。
と
に
僕
質
審
議
定
竹
内
こ
れ
一
お
よ
び
要
員
盟
の
還
を
官
、
一
語
意
を
ま
る
件
ほ
か
、
議
会
議
員
一
般
会
債
エ
防
働
側
一
四
一
備

よ
実
現
を
強
力
猛
進
す
る
こ
と
と
な
一
そ
れ
ぞ
れ
次
の
方
々
が
選
既
存
レ
一
を
は
じ
め
、
宅
任
命
ま
た
は
議

Z

E

支

委

員

鬼

沢

保

兵

衛

一

D
、

議

会

議

員

会

員

議

事

事

分

一

台

一

し

て

い

る

そ

の

他

の

非

常

勤

の

職

員

に

一

}

融

公

商

消

労

災

賭

予

一

タ
小
沼
与
富
一
担
す
る
た
め
、
次
の
通
幻
特
別
委
員
会
一
塁
管
理
委
員
久
富
敏
夫
一
対
す
る
、
公
務
上
重
要
乙
喜
っ
一
町

タ

田

口

茂

喜

一

高

さ

れ

2

0

7

大

谷

厳

一

審

議

夜

行

員

、

ま

一

割

ク

深

作

重

雄

一

@

大

警

護

特

別

委

員

会

一

声

米

山

徳

次

一

審

議

団

員

時

火

災

、

主

・

3
m
m
m
m
m
z
n

建

設

草

委

員

会

主

)

一

(

八

名

ニ

ク

;
2一
な
ど
非
喜
時
に
お
い
て
、
警
一
大

2

1

1

0

0

0

0

0

一

室

長

田

山

勇

之

助

一

委

員

長

小

松

崎

弥

四

郎

一

要

員

山

偉

勇

一

た

は

警

な

ど

の

あ

っ

皇

后

、

そ

一

宮

一

副

委

員

長

石

崎

作

衛

門

一

副

委

員

長

飛

田

惣

一

一

高

須

健

三

一

の

功

労

の

度

合

応

じ

、

町

よ

り

授

与

一

弔

問

別

相

明

間

明

開

閉

一

委

員

郡

司

誠

一

委

員

小

沼

与

四

郎

一

小

野

崎

松

之

助

さ

れ

る

量

一

百

万

円

を

限

度

と

す

る

一

年

m
A
川

刈

刈

ル

よ

0

9

亀

山

清

一

声

鬼

沢

保

兵

衛

一

ル

経

誠

一

賞

じ

ゅ

つ

金

条

例

な

ど

、

十

一

案

件

を

一

判

部

川

出

m
m
m
吋
糊
則
一

長
我
部
与
四
郎
一
タ
田
山
勇
之
助
一
更
に
本
年
度
大
洗
町
一
般
会
計
補
正
審
議
す
る
、
第
十
一
回
定
例
町
議
会
は
一

M

M

M
久

丸

ム

丸

丸

一

揚

勝

昌

一

タ

石

崎

作

色

予

算

(

第

五

回

〉

が

襲

原

案

逸

品

一

去

る

十

一

斉

十

一

早

後

一

時

よ

長

一

手

1

1

一

教

育

民

生

常

任

委

員

会

(

喜

一

ク

清

水

多

喜

一

決

さ

れ

ま

し

た

。

一

場

会

議

室

に

お

い

て

開

催

さ

れ

、

一

昭

金

金

ぴ

料

金

方

鴻

金

入

金

一

時

民

日

立

一

。

六

十

喜

特

説

会

弥

市

一

弘

一

日

錯

し

1
訪

日

間

一

炉

開

持

部

一

制

越

川

数

付

邸

付

収

ム

委

員

関

根

底

二

(

七

名

)

一

総

務

賛

否

八

十

五

万

円

、

農

林

水

雲

一

監

査

委

員

に

大

山

重

良

一

県

繰

雪

寄

臨

特

側

交

滴

繰

一

ハ

ー

裏

目

一

在

日

定

日

一

型

住

居

間

γ
一

一

一

曜

臨

時

説

明

邸

時

持

一

札

ト

回

目

詩

的

ハ

堅

持

品

盟

諸

一

鬼
沢
弥
市
一
委
員
深
作
重
雄
一
も
の
で
す
。
こ
れ
で
一
般
会
計
歳
入
歳
一
特
別
委
員
会

E
2
2中一
ら
の
む
達
員
長
や
よ
り
感
謝
一

8
2、
ま

ず

自

警

し

た

高

に

近

い

宣

言

質

(

一

戸

経
済
常
任
委
員
会

2
8

一
ク
田
口
茂
兵
衛
出
予
算
総
額
は
五
億
九
千
九
十
男
一
二
言

3
5年
後

3
5閉
会

一

申

上

げ

ま

す

。

一

一

票

)

の

ほ

か

、

普

の

無

線

放

送

車

委

員

長

大

貫

定

夫

一

ク

関

根

軍

次

一

日

同

日

γ
人
法
γ
ト
J
一
塁
一

1
3土間
以

内

器

禁

一

設

の

新

設

雪

の

投

資

的

経

費

量

一

副

委

員

長

飛

田

惣

ニ

ク

長

我

部

与

四

郎

一

一

一

一

は

、

吉

一

億

八

千

万

円

と

め

ざ

色

一

委

員

小

松

崎

弥

四

郎

一

ク

亀

山

清

一

叩

自

和

四

十

一

年

度

決

算

の

丈

兄

@

一

ま

Z、
町
財
産
の
棄
を
な
す
事
一
パ

1
3ト
程
度
議
み
、
総
額
五
一
い
飛
躍
を
し
て
い
ま
す
。
一

ク
関
野
清
兵
衛
一
。
露
鉄
道
建
設
委
雲
〈
八
名
)
一

E

H

f

。
一
の
収
入
は
、
富
震
の
と
震
き
一
」
ハ
高
の
収
入

2
2子宮
一
突
、
歳
出
と
も
問
細
に
つ
い
て
は
一

タ
関
根
裏
門
一
委
員
長
飯
島
|
之
介
一
投
資
的
事
業
に
約
二
億
八
千
万
円
一
協
力
に
よ
り
、
当
初
予
定
し
た
援
を
一
ぺ
、
九
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
実
績
と
な
一
別
掲
の
通
り
で
あ
り
ま
す
が
、
突
、
一

整

委

員

(

議

会

選

回

一

一

一

二

五

・

八

パ

1
セ
ン

E廻
る
実
績
を
す
ま
し
た
。
一
歳
出
費
残
金
一
手
七
百
余
高
は
、
一

一
副
委
局
長
菊
池
彦
衛
門
一
大
洗
町
は
じ
ま
っ
て
以
来
の
予
算
規
一
和
四
十
一
年
度
の
決
算
の
あ
ら
色
を
一
一
示
し
、
国
よ
り
交
付
さ
れ
る
地
方
交
付
一
一
方
歳
出
の
警
は
、
港
湾
建
設
費
一
当
初
計
回
さ
れ
た
、
軍
事
立
案
一

米
川
竜
一
委
員
揚
勝
昌
一
模
(
約
六
億
一
一
号
巴
を
示
し
た
昭
一
語
字
る
と
と
も
に
、
近
代
的
で
主
税
も
、
四
-
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
ほ
主
同
丹
一
を
は
じ
め
、
富
の
舗
装
、
排
水
消
の
一
竺
千
四
百
万
円
が
そ
の
ま
ま
毒
度
一

授
業
委
員
会
委
員
(
議
会
章
一

1
i
l
i
l
i
-
-
l
l
i
l
i
-
-
-
1
1
1
1
1
1
8
¥
ー

ー

ー

一

に

繰

越

さ

れ

、

残

額

約

一

千

三

百

万

円

一

石

崎

作

衛

門

一

さ

お

手

と

ι皇
制
引
配
引
ぶ
引
引
引
引
川
町
制
汁
制
引
け
判
付
制
引
が
挙
一
の
純
踊
警
の
内
容
は
、
町
税
、
交
付

計

日

一

ご

あ

し

ν
さ

つ

上

に

あ

る

大

洗

の

町

づ

く

り

の

た

め

に

て

む

指

導

色

豊

Eれ
ま
す
こ
喜
が
り
つ
つ
雪
ま
す
、
か
か
る
本
町
の
一
語
幻
持
時
間

ω
範

一

む

奉

公

い

た

す

覚

悟

で

あ

り

ま

す

、

ど

こ

こ

ろ

か

ら

お

棋

聖

げ

ま

す

。

閤

進

絞

り

植

の

市

町

村

の

重

の

的

一

業

の

財

源

と

し

て

重

さ

れ

る

わ

け

で

警

衛

生

霊

議

員

一

回

投

小

沼

磯

欠

B

と
な
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
は
こ
れ
ま
た
す
。
特
別
会
計
の
う
ち
、
水
道
事
雲

田

山

安

蔵

一

;

E

御

挨

捗

自

に

壌

え

ま

せ

ん

。

一

計

で

は

、

収

入

九

千

五

百

四

十

Z

田

山

勇

之

助

一

み

な

さ

ん

、

含

ま

し

て

お

め

で

と

と

な

り

ま

し

た

、

去

る

昭

和

三

十

八

年

私

の

職

務

に

つ

い

て

は

今

ま

で

行

二

円

に

対

し

、

支

出

は

九

千

八

百

平

一

主

主

良

川

日

日

開

持

目

立

に

日

1
M
M
M
h日
日

戦

入

投

坂

本

寅

吉

日

目

駐

日

計

控

訴

一

路

町

時

四

に

向

日

臨

関
野
喜
一
と
と
繁
栄
を
、
広
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
て
働
か
せ
て
い
在
室
し
て
、
護
者
目
出
度
う
と
ざ
い
ま
す
。
皇
子

u
j
zろ
う
任
期
宇
し
た
室
長
銭
感
努
力
を
い
た
し
一
章
一
一
年
度
の
事
護
人
益

Z

鬼

沢

保

兵

衛

一

す

。

努

力

い

た

し

た

つ

も

り

で

あ

D
ま
す
が
本
吉
器
霊
長
り
ま
す
識
に
と
な
D
ま
し
た
と
こ
ろ
再
選
任
の
栄
護
方
の
御
期
待
に
添
っ
需
で
き
一
翼
ず
る
こ
乙
に
な
っ
て
い
ま
す
。

皆
藤
要
郎
一
今
時
古
く
さ
い
き
で
す
が
、
草
皆
さ
ん
の
C
署
長
る
の
こ
と
も
義
深
い
昭
和
四
十
コ
雪
雲
墨
田
警
与
え
ら
れ
ま
し
て
ま
こ
と
に
理
由
ぴ
い
ま
す
。
今
後
と
も
そ
れ
ぞ
れ
の
箇
よ
一
国
民
健
康
保
険
余
計
で
は
、
突
九

善

計

画

審

議

会

富

一

と

い

う

年

で

思

い

出

さ

れ

季

五

患

な

か

っ

た

こ

と

を

で

を

警

告

お

迎

え

い

t
p
f
g
z
o皆
様
方

E
S
D探
暴

薄

弱

震

を

い

た

喜

一

日

語

日

掃

討

一

簡

田
口
茂
兵
衛
五
小
差
の
憤
よ
く
成
申
書
と
か
成
て
智
子
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
量
に
存
じ
ま
す
。
衷
心
よ
り
御
語
菱
自
報
な
ど
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
驚
に
鞭
打
ち
な
が
り
微
力
農
薬
一
十
七
万
余
円
の
繰
越
と
な
っ
て
い
手

関

根

強

一

宮

と

を

い

う

こ

と

が

雪

:
2器
了
に
管
ま
し
で
は
再
空
手
。

2
3昭和
三
て
お
り
ま
す
町
長
の
護
方
針
で
あ
D

警

な

ざ

い

ま

す

。

一

が

、

こ

れ

当

初

主

じ

菌

よ

り

の

関
野
醤
兵
衛
一
-
色
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
、
そ
の
閉
さ
選
任
い
た
だ
ま
し
た
こ
と
を
心
十
八
年
十
二
月
密
実
岱
と
し
て
町
ま
す
襲
の
開
発
に
蓄
の
振
興
に
ま
こ
こ
に
紙
上
を
も
っ
て
富
島
挨
一
交
付
金
の
交
付
索
、
そ
の
後
の
一
許

f
b
精

Z
2
5
5に
当

る

の

宮

里

Z
Z
Dま
す

長

の

選

任

と

談

会

の

御

同

署

長

審

議

な

ど

色

々

の

施

策

に

つ

雪

上

手

。

に

よ

り

幾

分

上

昇

し

た

た

め

の

令

室

喜

重

一

で

い

ろ

い

ろ

な

こ

と

で

義

あ

る

ま

も

と

噌

塁

手

の

者

2
3
1て
こ

こ

に

四

年

間

護

言

い

返

さ

号

室

2

一

号

、

言

語

巨

議

高
崎
昇
一
郎
一
い
わ
山
山
3
0
私

に

も

護

法

皇

嘉

吉

あ

げ

て

日

開

お

忙

し

い

町

長

せ

長

色

た

銅

器

と

御

支

援

に

よ

震

の

皆

様

方

の

寄

の

習

が

一

丸

一

草

津

し

た

@

収
岬

M
m
M
M
m
v
m
u
n
v河
配
品
川
町
品
川

内

4
n
d
-
i
p
D
a
e
u
q
u
内

u

n'U
向

4
'
i
哩

A
n
u
n
υ
A
υ

第
十
回
臨
時
離
会
川
ト
軒

第
十
一
回
毘
例
会



舗 44睡

大

小
防
音
工

工

本
年
度
躯
体
工
事
一

、四

O
六肥川

去
る
十
二
月
十
八
日
付
を
も
っ
て
大

賞
小
学
校
防
護
改
築
第
一
期
工
事
一
、

四
O
六
平
方
税
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
度
は
躯
体
工
事
(
鉄
筋
コ
ン
ク
D

l
ト
打
上
げ
の
み
)
の
み
で
あ
り
ま
す

が
、
来
空
度
は
こ
れ
に
内
装
外
装
の
ほ

か
第
二
期
工
挙
と
し
て
引
綿
き
残
る
九

一
七
七
平
方
成
及
び
併
行
工
事
分
、
回
二

一
六
平
方
併
が
施
行
さ
れ
る
予
定
で
す
。

一
本
年
度
第
一
期
工
事
に
つ
い
て
は
、

一
十
二
月
二
十
五
日
入
札
の
結
果
、
鹿
島

建
設
株
式
会
社
に
決
ま
り
、
翌
一
王
ハ

一
日
着
工
い
た
し
事
レ
た
。
工
事
内
容
及

い
一
ぴ
一
規
模
援
の
通
告
す
。

一
鉄
筋
コ
ン
ク
D
lト一一一階建

一

種

別

本

年

度

翌

年

度

計

一

普

通

教

家

八

九

一

七

ら

一

理

室

一

一

一

音

楽

祭

}

一

図

工

祭

一

一

図

密

室

-

あ

一

職

員

室

一

一

用

務

員

室

一

一

保

健

室

一

一

校

長

室

一

おお昭和48年寸月 1C8(a) 

宿
直
室

放
送
愛

準

備

室

一

給
食
々
品
鶴
一

調
遊
士
休
怨
筆
一

給

食

室

一

給
食
H
Y
フ

ト

一

教

呉

室

一

階

段

窪

田

海峯ぺ麓寄昇塗諸
構警官襲撃隻

一一七一一~

情
ゆ
年
相
談
員
十
一
名
に

十
二
月
}
門
口
付
を
も
っ
て
町
長
及
ぴ
一
心
し
て
お
話
し
し
て
下
さ
い
。

犠
察
署
長
よ
り
次
の
方
が
青
少
年
相
談
一
青
少
年
相
談
員

員
に
委
嘱
さ
れ
』
芋
νた。

1

t

J
一

O
磯
浜
地
区

l
闘

吋

ふ

言

語

町

)

一

関

根

去

三

一

器

町

〉

本
町
に
は
十
一
名
阜
商
少
年
一
相
談
員
一
関
根
ふ
み
字
)

が
す
ま
す
。
青
少
年
の
不
良
案
、
一
関
根
差
(
子
息

i

一
坂
本
信
(
通
り
町
〉

霊
皇
室
学
な
ど
で
担
詳
し
か
い
一
山
口
護
(
永
町
〉

乙
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
む
遠
慮
な
く
-
清
水
広
太
郎
(
髪
釜
町
〉

相
談
員
に
督
。
れ
、
百
も
阜
〈
解
決
一

O
大
賞
地
区

護
の
方
法
が
と
れ
る
よ
う
お
願
い
し
一
議
清
貧
一
〉

一
海
老
沢
好
一
(
仲
宿
)

ま
す
。
相
談
員
は
民
生
萎
員
、
学
校
、
一
一

O
夏
海
地
区

撃
と
連
絡
を
と
D
、

課

内

容

に

つ

一

揮

員

長

思

い
て
は
秘
密
を
厳
守

'X品
す
か
ら
、
安
』
関
勝
司
(
松
川
〉

わ
た
し
た
ち
は
、
み
ん
な
家
庭
生
活
一
し
た
ち
の
B
常
生
活
に
お
こ
る
問
題
は

役
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
家
庭
は
暖
か
一
早
め
に
手
当
を
じ
な
け
れ
ば
、
手
お
く

く
お
だ
や
か
で
、
そ
し
て
し
あ
わ
せ
と
一
れ
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
間

平
和
に
満
ち
て
い
る
も
の
で
な
け
れ
ば
一
っ
た
こ
と
骨
儲
ん
で
い
る
か
た
は
、
犬

一
昨
年
幹
線
都
市
計
画
街
路
と
し
て
一
右
の
方
か
ら
町
の
困
っ
て
い
る
人
遥
一
な
D
ま
せ
ん
。
一
洗
町
で
次
の
よ
う
に
巡
回
穏
談
を
開
き

決
定
さ
れ
を
た
、
大
洗
保
健
所
京
一
の
た
め
に
役
立
て
て
下
さ
る
よ
う
に
と
一
と
こ
ろ
が
、
家
庭
の
な
官
、
夫
婦
妄
す
か
ら
気
考
人

E
-
E下
さ
い
。

ら
磯
浜
町
の
北
部
(
山
手
)
を
迂
回
縦
一
前
社
会
福
祉
協
議
会
に
対
し
、
寄
付
が
一
の
聞
の
問
題
、
穆
ナ
の
間
の
問
題
、
ぁ
一
み
な
え
瓦
の
相
談
内
容
に
つ
い
て
は

断
し
て
東
光
台
を
経
て
大
洗
海
障
に
至
一
ょ
せ
ら
れ
手
レ
た
の
で
、
こ
乙
に
写
¥
一
る
い
は
結
語
に
つ
い
て
の
間
糧
が
あ
れ
一
秘
密
を
固
〈
守
り
ま
す
。
ま
た
み
な
さ

る
延
長
二
、
四
五
O
H、
巾
員
二
ハ
統
一
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
一
ば
、
家
庭
が
時
¥
な
h
u
ま
す
。
わ
+
」
く
一
ん
の
固
ま
っ
た
こ
と
は
解
決
す
る
ま
で

のバイパス道路は、一昨年来用地一委主EFEz-芸一一一一一-222ZZEz--=一-一一言富山=一===皇室=一三==-5ZFEEEZEE-E室ZZE=====z=一一芸一一一一一一一一-一一一一一一一一一雲z===zzz一釜山一一一一-一Z一一一一一-一一一言-ZESE-一一言=zzzz=一一一三喜一ザ

の
交
渉
に
入

Dtた
が

、

重

量

一

一

l
、
引
揚
者
本
人
の
場
合

注
目
持
判
明
性
一
引
揚
者
特
別
交
付
金
が
一
国
間
市
問
調
調
一

書

順

調

に

工

事

が

す

す

め

ら

れ

て

い

一

?

一

日

間

層

間

間

関

門

川

|

一

闘

凶

悶

同

一

ま

芸

、

先

般

六

支

百

一

平

寿

余

一

支

給

さ

れ

ま

す

!

一

比

臨

瞳

瞬

時

什

囚

悶

鋼

一

円

の

ヱ

事

筆

頭

決

昔

、

こ

れ

で

一

:

一

コ

話

劃

r
h
i
-
f
i
-コ
キ

ヰ

オ

可

一

こ
と
し
の
総
工
事
告
八
千
留
七
十
一

ο書
た

人

の

書

は

、

支

給

を

害

る

E
一
話
に
終
戦
臼
ま
で
八
年
以
上
告
の
本
察
当
主
引

g

五

万

円

と

な

り

、

雪

量

前

の

一

言

特

別

交

付

金

誌

に

「

生

一

号

室

せ

ん

。

円

が

加

算

読

ま

す

。

県

道

に

接

す

る

こ

と

が

で

き

ま

す

。

こ

一

一

ー

一

2
、
遺
族
に
対
す
る
場
合

一
活
の
本
拠
」
を
一
年
以
上
も
っ
て
い
た
一
。
特
別
交
付
金
を
支
給
さ
れ
る
者
一

1
d
l
J
l
H
1
4
1
1
1
J
J
1
1
T
j
l
i
l
i
-
-
-
-
-

ζ
ま

で

工

事

は

こ

と

し

の

一

一

月

一

杯

に

一

一

一

戸

げ

崎

由

紀

一

ー

一

十

時

円

丹

十

五

日

現

在

〉

特

別

交

付

金

の

額

一

議
(
舗
装
工
事
は
除
い
て
〉
四
月
よ
人
が
、
終
戦
君
主
得
な
い
曹
に
一
つ
ぎ
の
方
で
一
回
富
士
翠
八
月
二
円
臥
隣
同
は
は
は
川
げ
訂
同
悶
悶
同
一

り
い
よ
い
よ
開
通
さ
れ
る

Eに
な
と
よ
D
、
薬
品
揚
げ
る
こ
と
と
な
っ
一
日
に
お
い
て
日
本
国
籍
毒
す
る
を
一
円
潤
漏
問
調
調
門
ハ
ハ
竹
細
川
淵
円
一

一

一

一

一

二

十

五

歳

以

上

一

二

十

五

歳

未

満

一

一

一

一

五

、

0
0口
四
|
一

ま

す

。

一

た

た

め

に

、

費

財

産

2な
ら

ず

、

一

ず

。

=

什

出

臨

閣

曜

酬

額

伊

川

川

オ

弓

占

技

用

l

一

I
l
-
-
1
1
1
1
1
1
l

一
生
活
利
益
、
生
活
に
根
ざ
す
す
べ
て
の
一
①
引
揚
者
一
寸
」
柄
欄
刑
閥
I
l
l
1
1
1
1
1
1
1
「
1
4
岡
斗
ヨ
コ
刊
l
一

町

の

雲

霊

の

た

一

も

の

柔

っ

た

量

に

報

い

る

種

目

ヱ

喜

和

四

士

一

年

賀

一

一

干

一

日

以

配

配

劃

引

E劃
劃

む

劃

引

g円

め
騒
い
時
付
金
一
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。
し
た
が
っ
て
一
前
に
死
亡
じ
た
引
警
の
遺
族
(
富
一
安
算
さ
れ
ま
す
c

一

一

一

3
、
右
の
金
額
を
十
年
間
受
領
の
国
債
一
一
民
生
孫
に
描
ゆ
え
で
あ
D
ま
ず
か
ら
、
受

一

「

生

活

の

本

拠

」

を

外

地

に

も

っ

て

い

一

者

、

子

、

父

母

及

び

係

)

一

一

金

一

万

円

匂

一

一

一

で

受

け

と

り

、

第

一

回

支

払

は

昭

和

田

一

段

D
に
来
て
下
さ
い
。

東
京
都
高
ヶ
谷
区
上
馬
一
丁
目
一
な
か
っ
た
人
、
た
と
え
ば
完
に
語
一
新
書
死
亡
者
の
護
露
は
十
一
一
貫
月
十
五
日
に
一
付
な
わ
れ
ま
す
一
語
、
時
効
期
間
は
、
昭
和
四
十
五

一
一
酉
の
九
一
の
本
拠
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
入
営
、
応
一
@
の
受
宮
間
じ
)
一
マ
請
求
手
続
一
年
一
一
一
月
一
一
一
十
一
日
で
す
@

一
召
、
護
?
な
ど
で
、
外
地
に
行
っ
て
い
一
ム
鞠
別
交
付
金
の
額
一
務
求
に
必
要
な
箆
類
は
役
煽
厚
生
課
一

一一一一七一一一

大
洗
パ

ス
道
路

イ

穴
千
八
百
余
万
円
温
加
さ
る

鈴
木
常
一
一
一
民

“ 

『精鋭』
大
洗
町
消
防
団

秋
季
検
問
式
を
挙
行

県
下
に
誇
る
わ
が
大
洗
町
消
肪
団
で
一
関
さ
れ
、
居
並
h

呪
h
M

観
衆
よ
り
盛
ん
な

は
、
恒
例
に
よ
る
秋
季
検
閲
式
を
去
る
一
拍
手
が
滋
き
お
こ
り
ま
し
た
A

十
一
月
二
十
五
日
、
町
立
磯
浜
小
学
校
一
一
切
の
式
典
が
終
了
し
、
一
中
プ
ラ

旧
校
庭
で
、
多
数
の
来
貸
出
席
の
も
と
一
ス
パ
ン
ド
を
忽
践
に
、
町
内
を
バ
レ
ー

に
盛
大
に
挙
行
さ
れ
求
レ
た
。
大
前
一
一
ド
し
、
沼
沼
橋
下
、
お
か
め
旅
館
前
に

中
、
中
間
中
の
少
年
消
防
団
役
員
約
八
十
一
陣
取
っ
た
金
分
団
消
防
ポ
ン
プ
に
よ
っ

名
も
こ
れ
に
参
加
レ
、
農
の
必
番
目
一
て
花
火
雲
図
に
一
斉
に
放
水
が
開
始

和
に
一
息
ま
れ
、
厳
と
し
た
金
団
員
の
規
一
さ
れ
る
や
、
橋
上
で
一
見
学
す
る
多
数
の

律
と
、
完
全
に
機
動
化
さ
れ
、
手
入
の
一
人
達
は
九
台
の
ポ
ン
プ
切
す
ば
ら
し
い

行
き
届
い
た
機
械
器
具
の
点
検
が
終
了
一
威
力
に
感
嘆
し
て
い
詳
し
?
」
。

し
、
第
七
分
間
の
操
法
要
員
に
よ
る
模
一
一
(
写
真
は
消
防
長
(
町
長
)
ほ
か
来

範
操
法
が
整
然
た
る
規
律
と
、
卓
越
し
一
一
績
の
検
聞
を
受
け
る
消
防
団
員
)

た
技
術
に
よ
る
神
技
に
近
い
演
習
が
岡
竺

専
門
家
に
よ
る

心
部
ご
と
相
談
開
設

y
iジ
ヤ
ル
ワ
l力
l
協
会

稲
談
し
ま
す
1

-
円
相
談
を
し
た
い
方
は
、
一
月
十
五

日
ま
で
に
相
談
内
容
に
つ
い
て
六
洗
町

教
育
委
員
会
ま
た
は
、
役
場
厚
生
諜
民

生
係
へ
事
前
に
お
知
ら
せ
下
さ
冷
血
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

+
円
相
談
所
開
設
日

と
き
昭
和
四
十
三
年
一
月
二
十
一

日
(
日
嗣
B
)
午
前
十
時
よ
↓
蒔

と
こ
ろ
大
洗
町
第
一
公
民
館
(
幽

松〉

相
談
員
臼
本
y
lシ
ャ
ル
ヲ
l
カ
l

協
会
の
各
方
箇
で
活
躍
中
の
専
門

家
が
あ
た
り
ま
す
。

犬
家
庭
裁
判
所
職
員
(
家
庭
の
法
律

問
題
、
交
通
事
故
の
補
償
問
題
)

安
問
童
栂
談
所
職
員
ハ
赤
ち
ゃ
ん
か

ら
、
中
学
生
ま
で
の
心
配
G
と
相

談
)-R精神衛
生
相
談
所
職
員
(
心
の
衛

生
に
関
す
る
問
題
)

安
福
祉
事
務
所
職
員
(
空
耳
目
に
つ
い

て
の
問
題
、
医
療
費
等
の
問
題
)

主
催
大
洗
町

日
本
y
lジ
ャ
ル
ワ
l
ヵ
I

協
会
茨
城
支
部

h
v
h
v
h
v
h
v
h
v
h
v
h
v
h
v
h
v
k
v
h
v
h
v
h
v
h
v
h
y
h
v
 

社
会
福
融
協
議
会
た
よ
り

A
U
W
A
u
w
λ
u
w
A
M
W
A
U
W
A
U
W
A
U
W
パ
U
W
パ
叫
A
u
w
パ
吋
』
吋
A
U
W
』
吋
A
可
』
吋

生
活
保
護
法
に
つ
い
て
守

生
活
保
護
法
第
一
条
の
目
的
に
、
国
斜
轡
そ
の
他
の
学
問
団
品
、
ロ
、
通
学
用

が
生
活
に
困
窮
す
る
す
べ
て
の
由
民
に
品
、
ハ
、
学
校
給
食
費
そ
の
品
V
-
J
-
が

対
し
、
そ
の
困
窮
の
程
度
に
応
じ
、
必
合
ま
れ
ま
す
。

間
賞
な
保
護
を
仔
な
い
、
そ
の
最
低
限
度
③
医
療
扶
助

tィ
、
診
察
、
ロ
、
療

の
生
活
を
保
障
す
る
と
と
も
に
‘
そ
の
剤
又
は
治
療
材
斜
、
ハ
、
医
学
的
処
躍

自
立
を
助
長
す
る
と
規
定
し
て
い
ま
す
ゑ
術
及
び
そ
の
偽
の
治
療
並
び
に
施
術

こ
の
法
律
に
よ
る
最
低
生
活
の
保
崎
と
一
一
、
病
院
文
は
診
療
所
へ
の
収
容
、
替

は
、
懸
法
に
宣
言
さ
れ
て
い
る
洋
存
権
護
移
送
が
含
ま
れ
ま
す
。

基
一
本
的
人
権
の
保
障
を
実
定
法
上
に
実
@
出
産
扶
助
見
分
ぺ
ん
に
要
す
る
一

混
じ
た
も
の
で
あ
り
、
国
織
の
程
度
に
切
の
も
の
が
含
ま
れ
ま
す
。

応
じ
て
必
要
の
品
目
少
限
度
に
お
い
て
行
⑧
生
業
扶
助
H
生
業
に
必
要
な
資
金一

な
わ
れ
る
も
の
で
、
乙
の
傑
殺
を
漫
然
技
能
の
修
得
、
穏
具
、
資
料
、
就
労
の

と
機
械
的
に
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
た
め
に
必
要
な
も
の
窓
口
ま
れ
ま
す
。

民
の
勤
労
態
欲
今
一
滋
迭
さ
せ
た
り
、
与
⑥
葬
々
扶
助
1
ィ
、
検
察
、
ロ
、
死

え
ら
れ
る
べ
会
保
護
を
理
由
な
く
抑
制
体
の
逮
殿
、
ハ
、
火
葬
又
は
麹
務
、
こ

し
た
り
し
て
、
更
生
の
力
を
枯
渇
さ
せ
納
骨
そ
の
他
努
祭
の
た
め
に
必
要
な
ち

る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
の
が
含
ま
れ
ま
す
。

ん

。

}

マ

保

護

筋

設

の

種

類

第
一
条
に
は
っ
き
り
と
要
保
護
者
の
救
談
施
設
、
更
生
施
設
、
医
療
保
護

最
低
限
度
の
生
活
を
保
障
す
る
と
と
も
施
設
、
授
産
施
設
、
宿
所
提
供
施
設
な

に
そ
の
自
立
そ
助
長
す
る
こ
と
が
朋
文
ど
が
あ
hu、
困
窮
の
悼
設
に
事
レ
利
用

化
さ
れ
、
運
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
年
品
す
a

v保
護

の

申

請

マ

不

服

の

申

立

て

保
護
は
、
安
保
護
者
、
そ
の
扶
養
務
保
護
の
決
定
及
び
実
施
に
関
す
る
処

務
者
又
は
、
そ
の
他
の
同
居
の
親
族
の
分
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
寄
窪
札

申
誇
b

嘉
子
い
て
開
始
さ
れ
る
も
の
で
基
づ
い
て
、
一
二
十
日
以
内
に
時
間
間
判
長

す
。
本
町
の
場
合
、
民
生
委
員
に
保
護
知
事
に
申
立
て
る
こ
と
が
で
謙
譲
す
。

を
受
け
た
い
事
事
よ
く
話
し
て
委
員
現
在
寄
町
に
は
、
一
昌
一
幕
、

の
意
見
を
蘭
き
、
役
場
厚
生
課
が
り
申
四
二
九
人
の
人
が
保
識
を
受
け
、
自
立

講
欝
を
受
取
り
、
保
護
に
必
要
な
欝
類
更
生
の
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
。
都
内

を
獲
伊
νま
す

。

の

状

回

を

み

ま

す

と

、

六

洗

町

は

て

①
生
活
保
護
申
請
替
、
⑧
扶
養
議
務

0
0
0人
中
一
七
八
の
保
護
者
が
お
り

者
盟
量
、
⑨
収
ス
盟
口
密
又
は
給
与
御
前
山
村
一
西
人
、
積
約
一
九
人
、
鰻

証
明
世
間
、
@
地
代
家
賃
証
明
替
、
@
在
低
は
常
償
対
の
六
人
で
す
。
郡
内
平
均

学
証
明
書
、
⑥
病
状
診
断
書
が
一
ニ
人
、
県
平
均
二
人
、
今
関
平

町
で
は
、
申
請
者
か
ら
出
さ
岳
嵩
均
二
ハ
人
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

類
を
一
週
間
以
内
に
水
戸
地
方
福
従
事
す
。

務
所
へ
お
く
り
、
事
務
所
で
は
一
カ
月
保
護
は
憲
法
第
二
十
五
条
に
規
定
さ

以
内
に
調
査
員
ハ
ケ
1
ス
ヲ
l
カ
l
)

れ
た
最
低
限
度
の
生
活
の
保
憶
で
あ
り

が
、
申
請
者
の
家
を
訪
問
し
て
面
接
し
ま
ず
か
ら
、
万
一
、
病
気
事
故
等
で
家

家
庭
状
態
、
収
入
の
礎
認
、
資
瑳
状
況
族
が
路
頭

γ事

2う
な
時
、
家
庭
が

を
聞
き
保
護
の
開
始
か
沓
か
を
決
定
す
ど
う
に
も
な
ら
な
い
困
窮
の
状
態
に
陥

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
っ
た
と
き
は
、
借
金
等
を
じ
で
か
え
っ

マ
保
護
の
種
類
て
一
昔
レ
い
立
場
を
つ
く
る
前
に
、
民
生

保
護
に
は
七
つ
の
種
類
が
あ
り
、
こ
委
員
さ
ん
に
相
談
さ
れ
、
福
祉
の
盤
崩

れ
ら
は
嬰
保
護
者
の
必
嬰
に
応
じ
て
抽
出
を
砂
町
、
立
派
に
更
生
さ
れ
る
と
と
を

給
又
は
、
併
給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
望
む
次
第
で
あ
り
ま
す
。

①
生
活
扶
助
討
リ
衣
食
そ
の
他
日
常
生
次
回
の
社
会
福
社
協
議
会
た
よ
り
は

活
の
需
要
を
み
た
す
に
必
要
な
も
の
。
「
老
人
福
祉
」
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い

⑧
教
育
扶
助
日
銭
務
教
育
に
伴
っ
て
た
し
ま
す
。

必
要
と
す
る
も
の
に
限
ら
れ
、
ィ
、
教
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森
出
君
銀
メ
ダ

ル
に
輝
く

区
の
結
成
促
進
を
函
る
こ
と
を
決
め
積
一
あ
り
民
生
委
員
、
嘱
託
同
問
、
婦
人
会
各

極
的
な
運
動
を
展
開
す
る
こ
と
に
な
D
一
位
の
御
協
力
を
お
願
い
い
た
レ
ま
す
。

ま
し
た
。
現
在
釆
結
成
地
区
は
五
ケ
所
一

一
間
傷
-
一
替
の
改
正
法
律

i 
年

齢

区

分

一一一一一。選カ4 、一、族、

i 
年

金

一、 、

が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
字
レ
た
。
一
ま
す
。
一
戦
傷
病
者
の
萎
に
対
し
て
も
支
給
さ
れ

こ
の
特
別
給
付
金
の
額
は
十
万
円
で
一
閥
、
特
例
楕
献
金
の
支
給
要
件
の
緩
和
一
る
乙
と
に
な
り
一
ま
し
た
。

一
毎
年
二
万
円
づ
っ
五
年
間
支
払
P
れ
る
一
。
は
つ
い
て
一
①
戦
傷
病
者
の
萎
に
対
す
る
特
別
総

一
乙
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
(
該
当
す
る
一
軍
人
軍
績
が
昭
和
士
一
年
七
月
七
日
一
付
金
は
、
昭
和
士
一
年
七
月
七
日
以
後

士
一
月
一
日
よ
一
九
、

000円
民
生
児
議
委
員
一
同
一
と
思
か
れ
る
方
は
現
在
議
扶
助
費
玄
重
委
譲
害
関
す
る
勤
務
に
一
に
発
し
た
公
務
傷
病
に
よ
り
盃
襲

z
-
c
]
美

智

tた
一
二
、
五
包
円
茨
城
議
ヱ
信
一
塁
の
法
望
に
よ
る
戦
量
一
重
量
夏
さ
れ
た
?
?
を
実
軍
一
は
護
霊
裏
ち
て
い
ま
す
。
)
一
望
す
る
傷
病
に
よ
り
昭
和
土
章
一
と
な
っ
た
ζ

と
事
由
と
し
員
三
ヲ

算
最

Zけ
あ
い
週
一
合
室
長
員
一
同
一
襲
、
戦
没
者
遺
族
援
護
に
つ
い
て
お
一

E
Z
G豊
富
士
一
、
遺
族
一
時
金
(
復
員
襲
亡
し
た
一
一
真
良
第

E議
舎
の
遺
一
五
賢
一
日
に
お
い
て
、
震

豪
華
を
相
手
属
さ
れ
見
詰
吉
運
動
は
各
位
の
富
一
一
色
、

8
2雪
量
知
ら
せ
い
た
主
す
。
わ
か
ら
な
い
と
一
番
去
っ
た
父
母

5
2一
方
)
の
語
に
つ
い
て
一

E
T自
警
に
つ
い
て
一
署
長
室
ま
た
は
、
恩
給

跳
に
銀
メ
タ
ル
を
獲
得
主
主
。
こ
鴻

.γ
力
に
よ
舎
の
一
二
、

g円
山
口
一
麓
一
三
、
事
レ
て

-Eい
た
い
こ
と
な
一
の
方
々
が
宮
れ
そ
ゑ
震
の
一
従
前

E腐
の
死
亡
が
公
務
傷
病
一
は
、
軍
人
震
の
死
亡
者
覇
間
内
一
法
に
よ
る
費
量
喜
て
い
る

れ
は
突
の
番
号
ば
か
り
で
な
一
吃
し
議
(
十
一
斉
二
一
一
、

g円
六
心
室
長
あ
り
を
た
ら
役
場
厚
生
塁
手
孫
者
棒
げ
を
そ
の
た
め
一
又
は
襲
撃
と
虫
歯
震
が
な
一
毒
事
問
題
豊
富
一
戦
傷
害
、
員
暴
の
震

く
お
な
じ
埋
も
つ
多
〈
の
障
害
者
に
一
郎
ぁ
十
六
臼
現

Z
一
塁
八
八
足
農
兵
衛

2ま
で
震
な
く
問
い
あ
わ
せ
て
喜
一
に
子
孫
議
長
色
い
う
い
い
知
れ
ぬ
一
い
と
そ
の
遺
族
話
集
室
生
文
一
在
精
神
病
に
つ
い
て
は
士
一
年
掲
室
ハ
童
話
第
一
蓄
に
該
当
す

と
っ
て
も
大
き
な
励
ま
し
で
あ
り
ま
一
'
す
挙
げ
る
こ
と
が
で
一
衣
類
一
一
一
員
野
手
裂
一
ぃ
。
一
露
軍
孤
独
感
と
戦
っ
て
生
き
て
こ
一
給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
一
〉
に
死
亡
し
た
場
合
に
も
支
給
さ
れ
る
一
る
も
の
の
警
で
特
別
給
付
金
又
給
の

す
。
奏
会
四
目
的
に
主
わ
れ
て
い
一
い
馴
き
厚
長
申
し
つ
九
点
露
呈

O
戦
浪
者
遺
族
譲
関
係
一

B
E
E
P品別
室
情
一
宣
こ
の
よ
っ
な
場
合
(
復
員
後
死
一
こ
と
足
り
ま
レ
た
。
章
、
こ
の
特
一
対
象
主
る

E
が
で
き
る
き
に
な

332ボ
l
Z通
じ
て
体
力
一
、

Eす
0
1
5
5偲
喝
諮
一
一
、

2
2等に
対
す
る
特
別
一
室
長
に
か
ん
が
色

tて
こ
れ
一
亡
、
毒
死
亡
)
で
も
箪
人
震
の
死
一
例
弔
警
護
け
き
を
な
る

E
tた。

の
葉
、
機
能
回
復
、
残
高
力
の
向
一
切
末
る
の
章
一
三

0
8円
大
洗
一
虫
一
年
一
絵
筆
(
十
高
)
の
支
給
に
つ
い
て
一
喜
々
の
響
的
苦
痛
に
対
し
て
特
一
亡
が
八
番
病
者
戦
地
勤
務
の
審
一
室
は
海
露
で
あ
っ
た
者
の
震
に
一
@
昭
担
一
一
五
四
月
一
員
長

老
若
、
器
産
積
極

2
一
環
歳
は
首
長
内
の
一
間
健
五
一
過
去
大
戦
に
お
い
て
、
す
べ
て
の
一
別
の
慰
雪

Eめ特別
2
一
に
よ
る
も
の
と
考
え
長
室
長
一
つ
い
て
は
、
遺
族
霊
童
警
告
一
い
て
養
護
に
よ
る
隠
雪
霊

格
と
協
調
警
暴
う
ζ

とによって一

1

議
室
、
三
衣
類
二
葉
郡
司
よ
一

z
f
t
t
y
i
j
i
:
j
j
t

一
族
一
時
金
(
十
高
追
給
さ
れ
る
一
乙
と
に
な
り

20

一
支
は
恩
給
法
に
よ
る
傷
露
奪
の

-
Z主
導

げ

、

明

る

い

語

一

人

ホ
l
ムにおる↓一一一、

0
8
一
時

E
皇
室
製
工
業
実
員
-
会
員
五
十
一
一
者
一
こ
と
に
な
り

E

一
豆
、
若
草
の
譲
位
制
に
つ
い
一
一
時
金
る
障
害
習
を

~E

L日
開
記
長
一
耕
一
日
顧
問
鰐
足
立
即
日
紅
白
持
一
時
四
時
諮
問
龍
一
一
一
五
一
一
白
一
議
小
学
畳
一
恥
均
一
時
治
せ
い
殿
一
計
一
時
引
拡
吋

F
L
P盟
問
問
問
酪
一
肘
族
給
与
富
震
の
護
の
う
一
向
詩
河
野
ィ
ド
諮
問

し
一
県
に
於
て
開
催
さ
れ
た
雪
国
全
国
身
一
加
主
し
た
。
同
意
義
競
技
、
走
一
拍
手
を
お
く
り
ま
す
。
一
の
暖
い
御
霊
に
心
か
ら
感
想
て
お
一
衣
類
十
一
点

t

号

、

主

、

，

A

川
護
一
二
男
一
四
殿
了
、
査
会
員
四
十
名
)
一
は
退
職
後
二
年
(
結
核
又
は
精
神
宮
一
柔
順
位
ド
あ
る
者
に
の
み
支
給
す
る
一
襲
の
穏
需
第
一
歎
覇
者
き

一
体
審
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
寄
壁
一
露
。
一
種
目
に
崩
し
、
皇
室
一
一
虫
色
た
。
言
、
O
露
大
詰
区
ク
リ
1
て
一
、
四
員
六
空
中
学
校
宝
一
月
四
日
憲
一
一
よ
り
死
亡
レ
た
宣
告
以
百
一
乙
と
と
し
て
い
た
の
で
す
が
、
今
回
、
-
場
合
に
は
特
別
得
金
の
事
雲

一

1
1
1
1
1
i
l
l
l
i
-
-
1
1
1
1
1
1
1

一

言

け

あ

い

存

者

一

一

一

歩

組

合

十

職

員

一

層

一

会

長

金

沢

欝

民

審

査

一

号

実

震

の

震

に

一

時

金

一

Z腐
の
豪
語
す
る
護
主

E
が
で
き
よ
つ
に
な
主

2
・

一

一

E。
一

(

十

一

耳

一

士

長

g
一一

5
8円
習

量

て

、

8
。
同
小
野
襲
太
議
会
員
十
名
)
一
室
給
さ
れ
ま
す
。
'
一
審
と
同
様
に
績
位
に
き
豆
;
一
一
平
昼
間
一
目
前
に
お

ら

一

老

人

ク

ラ

ブ

連

合

会

結

成

一

会

長

古

島

(

章

一

一

δ
、

g円
久
藤
喜
一

;
4同一
一
一
刊
誌
許
朝
一
乙

i
i考人ク一
i
i
iつい
て
皇
族
給
量
一
一
、
互
い
て
襲
警
に
よ
る
霊
堂

一

一

製

書

官

事

一

一

O
、
8
0円
永
井
富
子
、
二
五
O
円
南
中
学
喜
一
同
一
及
議
員
一
同
一
一
予
が
結
風
景
八
老
名
の
会
簡
を
一

k
勤
務
終
了
後
一
年
(
獲
量
一
生
文
学
き
と
と
な
り
ま
し

2
一
受
け
て
主
考
、
そ
の
互
震
の

一

会

長

に

大

西

俊

明

氏

プ

大

一

寅

憲

民

喜

一

一

二

、

8
2
護
銀
行
義
一
自
重
小
松
崎
襲
一
(
内
一
、

5円
は
一
搬
す
る
総
織
と
な
り

E。
一

震

に

ゑ

E
た
場
合
は
一
一
号
一
議
給
与
舎
受
給
じ
て
い
る
方
一
豪
華
相
当
で
あ
D
、
か
っ
、
厚

一

一

華

道

一

度

(

大

事

一

語

一

一

一

寸

g円
弱
起
会
一
一
円
玉
撃
に
協
力
〉
一
結
成
に
至
る
ま
で
い
ろ
い
を
お
骨
一
以
内
に
死
亡
じ
た
実
軍
属
の
護
に
一
は
、
証
書
去
の
う
量
生
諜
民
生
一
生
査
在
菌
室
認
定
し
た

E

ぁ
一
笑
多
の
健
全
震
恵
三
。
町
で
は
こ
れ
を
機
合
実
ク
ヨ
ア
田
崎
貞
重
量
)
一
一
、

0
8円
田
中
正
一
民
一
本
塁
率

E
i金
額
寄
一
四
一
一
、
九
五
O
円
一
室
い
た

C
璽
皆
、
塁
、
一
一
時
察
室
れ
ま
す
。
一
雪
印

3ぃ
。
に
音
頭
三
十
八
毎
月
一
足

一
め
に
は
単
く
か
ら
六
信
者
人
ク
ラ
ブ
一
暴
露
誇
う
こ
と
に
な
と
こ
の
ほ
か
各
種
多
ブ
の
喜
一
三
、

000円
霞
名
一
富
喜
議
会
員
一
喜
一
一
塁
一
点
一
塁
号
車
く
お
詰
お
@
護
一
時
金
の
支
給
の
対
象
と
な
一
六
、
塁
手
る
遺
族
主
義
一
ぉ
皇
室
喜
る
こ
ゑ

一
連
合
会
の
結
成
裂
く
認
す
ま
れ
て
い
ま
一
去
る
九
月
九
日
結
成
主
と
し
て
各
金
量
と
し
て
差
是
喜
一
五
、

g円
護
婦
人
会
一

Eパ
ン
三
二
袋
一
五
一
一
員
一
言
す
。
回
言
語
震
の
一
る
軍
金
属
の
死
亡
に
宅
、
車
一
条
件
の
籍
に
つ
い
て
一
議
っ
た
者
に
つ
い
て
ご
露

5
一
主
言
語
区
は
全
壊
に
一
単
位
ク
ラ
ブ
室
長

E
Eい
を
、
運
営
に
あ
た
る
ζ

と
に
な
っ
て
い
ま
一
二
、

8
0円
大

震

婦

人

会

一

，

一

一

、

二

了

目

、

仲

町

、

金

沢

、

語

の

一

金

、

喜

助

警

存

る

べ

き

義

一

弼

E事
の
視
父
母
、
入
毒
劇
一
害
程
度
が
第
五
置
を
富

J
U
U
M
M
U
M持
続
刊
誌
一
バ
れ
れ
日
露
役
場
会
議
警

7
1一
一
十
四
易
一
回
実
ク
ラ
ブ
一
回
、
一
一
員
一
フ
訪
問
問
一
袋
老
人
ク
ラ
ブ
筏
一
時
開
設
げ
丸
山
川
監
持
詩
冗
の
護
一
時
金
隻
一
討
続
諮
問
封
建
問
一
片
山
持
諮
問
(
持
拡

散

型

諸

耕

一

詩

器

禁

諒

一

時

日

韓

日

詩

型

一

路

目

立

松

一

暖

か

い

社

会

奉

仕

活

動

一

訪

日

持

品

目

十

一

日

つ

詩

語

骸

長

言

語

一

一

一

障

害

室

長

積

一

掬

益

事
一
語
、
静
に
六
つ
の
老
人
ク
ラ
ブ
が
一
た
ぐ
発
足
す
る
こ
と
延
長
し
た
。
す
審
議
室
行
な
い
本
年
の
事
業
目
標
と
一
ク
ラ
ブ
一
同
一
O
角
雲
(
会
長
大
西
俊
明
5

・
8
雲
(
会
長
佐
藤
栄
作
民
)
一
め
老
人
ク
ラ
ブ
の
果
す
役
割
が
期
待
さ
一
配
偶
者
、
子
、
父
母
、
買
え
母
、
入
夫
一
「
要
喜
怒
扶
議
す
る
直
系
の
農
一
択
に
つ
い
て

一
関
係
者
の
勇
に
よ
D
結
成
主
し
一
次
の
方
々
運
命
会
役
員
に
就
任
さ
れ
一
し
て
、
民
生
震
と
協
力
主
結
婚
一
一
O
、
0
8円
塁
援
査
員
一
理
学
校
へ

5
5
g枚
一
ク
ラ
ブ
の
会
合
に
静
小
学
校
の
教
一
れ
町
に
お
い
て
主
題
塩
力
し
い
一
婚
姻
に
よ
る
委
の
父
母
及
び
一
童
向
上
の
一
が
な
い
こ
と
」
と
の
条
件
存
さ
れ
て
一
戦
傷
病
者
又
は
潜
軍
隊
の
妻
、
従

一

3
5
5
5
5
5
5
H
5
5
H
H
H奈
良

H
5
5
H
H
2
5
u
H
H
n
H
H
5
2
3
1
H
H
H・H
・-5HHUHH55HHUHHHHHH?
ぃ
一
大
東
小
学
校
へ
ぞ
言
ん
}
四
五
枚
一
第
一
語
れ
、
六
年
の
女
児
が
お
茶
な
ろ
い
ろ
の
患
を
図
り
た
い
と
宗
主
父
母
で
、
死
亡
者
と
害
関
係
の
あ
っ
一
い
た
の
で
し
た
が
、
こ
れ
菱
信
三
義
襲
宮
障
害
君
主
ほ
陣

一

-
9

砕

遠

藤

空

よ

8
一
陸
上
喜
一
脊
?
?
一
長
寿
会
(
会
長
会
古
島
)
一

8
5を自発
E
Z人
一

す

。

一

た

者

Zこ
と
が
条
件
と
さ
れ
て
い
一
い
て
の
支
給
条
件
と
同
様
と
守
る
と
い
一
審
一
時
金
主
文
学
る

E
R

一

J

jほ
に

!

?

一

刀

剣

計

十

日

一

戦

設

者

一

語

主

的

長

一

町

長

時

ド

一

共

同

募

金

功

一

計

5
2
2の
増

一

七

軒

下

係

一

日

町

長

一

詰

紘

一

鞍

章

時

間

己

乃

一

五

章

一

9

9

勝
沼
健
夫

1

旭
一
銀
融
調
査
の
実
施
一
大
賞
小
学
校
へ
ぞ
う
き
ん
き
枚
一
端

tて
自
主
主
で

Z
一

労

者

表

彰

一

額

に

つ

い

て

一

一

長

官

3給
者
の
襲
に
よ

一

勇

言

葉

2
0
f
E

了

喜

一

蕗

1

旭
川
一
て
現
在
役
場
民
議
に
お
い
て
戦
没
一
苦
言
書
な
う
。
一
ん
、
は
た
き
大
量
に
伊
D
小
中
学
一
去
完
旦
干
一
百
水
戸
市
喜
一
先
順
位
に
係
皇
室
の
害
額
一
一
、
戦
傷
病
者
等
の
害
対
す
る
特
別
一

2
5童文
給
す
る
こ
と
と
改
め

一
雪
量
に
お
い
て
戦
没
さ
れ
た
一
大
洗
町
長

i
i
;宮
本
一
一
?
?
一
者
に
対
す
る
叙
位
、
叙
努
調
査
を
行
一

02(余
震
飽
き
一
校
へ
寄
贈
し

20児
童
生
態
、
一
挙
去
最
さ
長
同
募
金
一
基
一
、
白
及
び
、
意
与
金
一
給
付
金
(
十
き
著
書
一

1
2れに
S
E

一

Z践
の
方
々
に

Eよ
り
宣
告
一
四
一
名
門
襲
一
九
一
章
一

L
署
長
治

1

旭
8
一
つ
て
お
り
ま
手
震
の
奇
襲
一
大
賞
小
学
校
へ
ぞ
う
き
ん
一
長
一
お
じ
い
さ
ん
、
在
き
ん
の
緩
い
贈
一
二
十
周
年
言
語
祉
大
合
お
一
の

Zハ
四
、
閉
員
差
の
表
一
拡
大
ほ
つ
い
て
一
空
時
金
菱
自
宅
自

一
議
選
が
あ

D
E
一
塁

5
5
3
2
7
9石
沢
美

I

旭
8

一
記
の
一
号
受
け
て
い
な
い
企
主
主
主
宗
一
色
に
号
管
の
勉
学
に
は
げ
一
い
て
喜
よ
り
一
次
号
蓄
さ
一
の
名
義
者
の
年
一
震
に
応
じ
一
恩
義
に
よ
る
特
別
項
症
か
長
五
一
十
一
一
年
奇
襲
車
合
切
替
る

一

語

語

駐

日

U
M
M
一
銀
融
戦
浪
者
名
ハ
第
五
回
〉
一
ニ
裂
い
け
一
U
諮

問

問

銭

円

桂

一

時

;

差

点

久

太

郎

一

首

ド

ク

一

フ

ブ

の

準

語

翻

一

説

子

耳

目

話

料

開

戦

一

誌

な

る

鰐

袋

詰

一

位

協

持

諮

問

1
、

E

L
富
山
を
去
る
八
月
七
日
議
会
議
一
襲
喜
民
名
警
警
ア
長
金
属
傑
?
?
?
で
お
い
事
さ
る
よ
長
い
い
た
一
毎
年
、
長
十
字
募
金
、
赤
い
羽
一
理
交
流
な
ど
に
つ
い
て
係
ま
で
お
知
一
永
富
腕
室
長
加
藤
宮
一
皇
室
告
に
お
い
て
窓
是
正
璽
ノ
議
及
第
一
款
症
の
一
語
藷
又
は
喜
一
時
金
審

噛
一
警
お
い
て
行
な
い
、
厳
粛
な
る
喜
一
陸
少
尉
重
喜
l
旭
7
喜
一
海
工
員
警
操

1
悠

8

一

主

す

。

一

根

共

同

室

、

歳

未

助

け

あ

い

運

動

一

ら

せ

下

さ

る

よ

う

お

願

い

い

た

し

ま

一

多

額

寄

付

者

永

井

農

民

主

震

の

穆

罪

悪

に

つ

い

て

4

す
う
ち
に
課
長
奇
襲
に
プ
高
松

2
1旭6
笠

;

寄

進

l

?

一

な

お

震

上

議

長

雪

表

一

議

の

容

を

し

、

協

力

し

て

い

一

ず

。

一

舞

奉

仕

団

体

番

苦

人

会

は

一

冗

・

五

%

。

歓

喜

訳

語

一

一

同
言
語
、
警
が
伝
言
、
次
い
一
タ
上
田
山
実
l
租

8
7
三

警

官

1

焔

と

さ

れ

た

場

合

、

意

義

の

物

件

に

一

る

剛

一

優

秀

霊

童

小

謀

議

民

O
M
そ
れ
ぞ
れ
堅
四
士
一
年
斉
分

何

時

時

鰐

狩

れ

ば

均

一

に

内

出

品

ハ

立

五

時

諮

問

問

ハ

盟

主

日

付

諮

問

話

一

十

七

の

老

人

ク

一

号

が

結

成

片

隅

訟

は

れ

舗

数

γ
諮

問

「
と
ど
こ
お
hvな
〈
終
了
し
串
じ
た
e

一
タ
長
石
塚
新
吉
l
旭

8
一9

兵
翼
票
差
l
旭

6

一
方
は
き
か
じ
め
御
了
知
下
さ
い
。
官
民
主
薬
会
・
会
長
露
栄
作
民
(
静
金
一
氷
室
生
養
護
功
労
者
永
井
な
が
民
「
し
行
な
い
ま
す
@

(4) 

全
国
身
障
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会



g8話号5詰55g5号88g8552鈴鹿a8号拐さき888語555555き555会888き585gg

富中毒出雲自ド;;ii:立町三::?;iij;;;;;;;;;;:ii i i i 
一弓て鮭 ニミてこミ弓弓ミニミでてででてミミ:q四弓てニミ}ーーコー

d888関空335g言55g55き詰5553理提言言拐55関誌さ言説話8ddE38'gd号詩語
同盟望号122iiii3332ipi?23辞意fi25225ia共事奈世話
;:iijて51i:iiijjj jJ1iょ::!Liijzi一一-
i2iiiE223!~~i~ ~ ~i~;al;;~~~22stiiiii FS害等8555

毎
年
十
月
一
日
が
り
は
じ
ま
る
「
赤

h
y

一
O
区

い
羽
根
」
共
同
募
合
起
動
は
、
町
民
の

h
v

一
一
の
一

J
f

皆
き
し
ん
の
騒
い
社
会
袋
と
葱
仕
精
神
に
グ
一
一
の
一
-
「

よ
り
、
好
成
綴
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
一

-
了
目
一
の
上

厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
串
$
9
0

一
の
下

人

権

を

侵

筈

さ

れ

た

と

き

黙

っ

て

が

一

本

年

は

、

共

同

募

金

運

動

創

始

一

一

一

十

タ

ま

ん

す

る

こ

と

は

、

人

権

童

文

の

一

周

年

に

考

委

。

許

で

は

男

一

一

一

9

二，

禁

そ

認

め

る

こ

と

に

な

る

ほ

か

名

一

十

七

年

2
四
十
一
年
ま
で
の
五
年
間
に
タ
一
一
一

号
、
;
「
人
間
と
し
て
の
権
一

5
2
E
E
E
;

利

」

を

自

分

か

ら

棄

て

て

主

う

こ

と

一

て

充

九

、

九

六

二

円

の

多

額

に

逮

タ

費

ケ

丘

署

に

な

り

ま

す

。

そ

れ

だ

け

で

な

と

、

他

一

主

し

た

。

こ

の

緩

い

寄

付

金

は

民

間

二

丁

目

一

の
人
の
人
権
も
侵
さ
れ
る
よ
う
に
な
D
一

社

会

福

祉

事

業

資

金

と

し

て

、

保

書

タ

一

一

手

。

自

分

の

人

君

、

学

界

で

一

実

ホ

l
ム
、
母
子
ホ
I
ム
、
娼
章
一
平
信
二

守
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
は
、
つ
.

.

 
:
{
j
.
j
.

護
護
施
設
毒
等
い

2ろい
2ろの
寝
瀦
運
枇
議
施
設
へ
配
ク
三

泣
き
寝
宰
実1入

八

り

は

禁

物

で

す

。

一

票

吾

分

さ

れ

ま

し

た

。

本

寄

町

に

長

お

霊

C
て

9

匹

。
文
人
権
警
を
侵
害
警
さ
与
宅
し
い
2る
2
が

一

事

言

も

、

私

立

の

ニ

保

背

所

更

へ

vぷ
い
=
ま
ま
警
で
金
沢
軽
町
三

肝貯日討軒れ恥戟れ特誌吋日RUρ勺ru吹賢の努
方
に
お

i気ヱ一食
食
審
酒

Z義ん会だ
ら
皇
遼
「
転

E
苧

tE
レ

荏

な

い

守

男

円

安

京

て

お

り

ま

れ

町

4

六

番

人

権

擁

護

委

員

一

造

転

す

る

と

き

は

事

録

ま

な

い

今

年

の

長

官

、

間

六

、

5
9
一一

桜

井

警

毒

事

潟

水

一

O
円
で
あ
り
、
士
一
月
二
十
日
混
在
、
タ
三

平

戸

建

破

浜

町

永

町

一

童

書

に

は

澗

を

す

す

め

な

い

四

六

六

、

六

六

奇

、

一

O
五

ぎ

な

タ

四

今

泉

真

成

田

町

松

川

一

l
i
l
i
-
-

一
り
、
目
標
を
上
回
る
震
を
挙
げ
る
こ

9

五

日臨郡山どで遺伝

5
一
大
洗
港
の
岩
礁
爆
破
一
時
ド
臨
終
日
明
日
時
告

ら

れ

て

い

る

と

き

。

一

ー

一

〈

お

礼

申

し

あ

げ

る

次

第

で

あ

り

手

ク

一

一

一

号

突

き

、

村

八

三

十

二

月

二

十

五

日

か

ら

着

手

士

宮

、

行

審

理

庁

岸

著

書

一

の

一

れ

た

と

き

。

一

一

に

対

し

毒

な

っ

た

共

同

募

金

に

関

ナ

9

一の一一

③
騒
音
、
汚
物
、
重
な
ど
の
公
害
一
一
極
め
て
順
調
に
工
事
が
す
す
め
ら
れ
一
手
。
こ
の
仕
事
は
大
変
危
険
喜
い
一
る
勧
告
主
ぐ
っ
て
、
あ
た
か
も
私
遂
と
一
の
『

が
あ
っ
た
と
き
。
、
て
い
る
六
議
で
、
紛
の
器
用
斜
路
一
ま
す
の
で
、
作
業
準
高
負
会
社
の
一
審
事
ぶ
み
に
じ
る
か
の
如
高
象

9

一一一の}

@
ボ
ス
や
警
暴
力
や
、

Z
Tぴ、
番
号
建
設
す
る
た
一
方
在
勿
論
万
全
の
震
防
止
の
対
策
一
を
与
え
て
お
り
ま
す
が
、
棄
に
お
き
少
コ
百
ニ

重
量
警
是
と
き
。
一
め
に
、
脅
握
手
義
務
一
手
石
山
構
じ
る
こ
と
足
っ
て
い
ま
す
が
、
一
ま
し
で
も
‘
非
常
に
い
か
ん
な
事
と
し
。
四

豆
方
腕
(
順
二

mt語
、
延
長
二
四
一
町
若
繁
華
や
広
報
車
な
ど
で
一
て
ζ
選

管

明

た

ず

る

報

道

が

、

少

五

O
H
E襲
ず
る
工
事
が
、
禁
建
一
漁
費
者
や
霊
震
の
人
官
一
い
ろ
い
を
な
さ
を
す
ま
す
の
で
砕
五
の
一

設
K
Kに
よ
っ
て
題
さ
れ
ま
長
一
京
弁
連
絡
通
報
ぞ
密
に
い
た
し
て
す
一
定
の
御
霊
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
あ
タ
刊
一

乙
の
ヱ
事
は
十
二
月
二
十
五
日
か
ら
一
ま
す
が
、
漁
船
の
出
入
浴
や
、
住
民
の
一
げ
ま
す
@

b

F

七

本
年
二
月
中
一
望
ま
で
つ
づ
け
ら
れ
ま
一
方
の
実
り
な
ど
に
つ
い
て
は
、
気
分
一
菜
、
各
町
内
及
童
書
等
の
募
高
一
-

Z、
作
業
は
毎
日
の
満
潮
時
を
選
ぴ
一
注
意
し
て
下
さ
い
。
一
金
状
況
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
望
ド
タ
二

率
三
一
時
間
ぐ
ら
い
の
関
長
警
れ
一
(
写
真
は
震
の
襲
)
一
た
し
ま
す
。
芝
、
記
入
の
な
い

E
P
日

は
未
だ
襲
が
な
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
タ
目

の
で
、
重
空
襲
力
下
さ
る
よ
う
お

9

次

願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

h
F

七

h
v

八

共

同

募

金

一

魔

ケ

ω

泊
四
二
・
一
二
・
二
O
現
-
g
b
y

二

h
y

一二

金

額

円

hr

一三

一一二、

o
o
o
h
y

一四

五、

o
o
o
h
v
一
五
の
一

一一寸

0
0
0
9

一
五
の
二

一
、
九
O
O
h
r

一
六
の
{
一

一一一、

O
五
O
臨
時
金
町
一

二
、
五
一

O

タ

二

二
、
六
八
O
b
v

一二

一一一、五
0
0
9

四

二、

o
o
o
h
v

五

一
、
七
O
O
h
v

六

i 年々整備を図る児童遊園地 i z 

E 現在大洗町には5カ所の児童霊遊関地があり、毎年2カ所の遊間地に遊 i 
i 只を設質する事業を続けています。~
E 本年は、金剛l涜遊園地、諏訪神社遊閑地に10万円の費用をもってジャ ー

; ングルジム〈すべり台付き〉を購入し.地元子供会の父兄の皆さんの場 ; 

;仕により設置しましたo 43年度は、初印刷、八Yケ開問地に設鐙 j
j ずる予定であります。，!

お
互
い
の
人
権
を
守
っ
て

鏑 44骨

みなさんの暖い御協力で

音量霊護46万6千円

佐
み
よ
い
社
会
を
築
き
ま
し
ょ
う

⑥
公
務
員
か
ら
ヒ
ド
イ
圧
迫
や
、
行

過
ぎ
た
処
庭
が
受
け
た
と
き
。

⑥
出
版
物
(
新
聞
、
雑
誌
)
な
ど
に

よ
り
名
誉
、
信
用
を
傷
つ
は
り
れ
た

と
き
。
@
そ
の
他
基
本
的
人
権
が
犯
さ
れ
た

と
思
わ
れ
た
と
き
。

し、ら

鉄
道
賃
、
パ
ス
賓
の
割
引
、
税
金
の
減

免
(
詳
し
く
rv前
回
思
想
行
の
町
報
に
掲

載
し
て
あ
り
ま
す
。
〉
等
い
ろ
い
ろ
の

橋
校
の
手
が
さ
し
の
べ
ら
れ
ま
す
が
り
一

、
指
す
の
方
は
、
役
植
樹
厚
生
一
線
一
民
生
孫
一

ま
で
問
い
合
せ
下
大
迄
ょ
っ
お
願
い
し
一

ま

ず

。

一

ピ
ー
チ
ハ

で
ス

レ

楽
し
く
敬
老
会

あ

敬
老
の
臼
を
祝
し
た
敬
老
会
は
、
去
終
了
し
宇
νセ
つ
ぎ
に
慰
安
の
催
し

お
一
る
九
月
十
五
日
事
ピ
ー
チ
パ
レ
ス
に
一
に
う
つ
ぶ
小
中
学
校
量
生
徒
、
慣
用

一
お
い
て
磯
浜
、
大
賞
、
夏
海
の
七
十
歳
一
人
会
の
惰
え
γ
ん
に
よ
る
遊
戯
、
間
同
奏
、

一以
LL'
の
方
々
を
招
符
レ
て
盛
大
に
挙
行
一
舞
踊
が
披
露
さ
れ
、
ま
た
、
お
年
寄
り

一
さ
れ
手
レ
た
。
当
日
は
あ
い
に
く
明
か
一
の
飛
入
り
演
芸
が
次
つ
ぎ
と
出
さ
れ
、

お
一
ら
農
の
余
著
書
丈
置
し
一
自
慢
の
の
ど
を
腕
い
、
、
お
ら
?

一
く
み
な
さ
ん
の
出
足
が
心
配
さ
れ
雰
レ
一
一
口
峯
遜
さ
れ
李
主
~
。

一
た
が
、
定
刻
に
は
支
出
人
伊
織
す
多
一
大
洗
町
の
本
年
の
敬
老
者
数
は
、
機

一
数
の
方
が
集
ま
り
李
主
~
。
一
浜
主
一
天
名
、
大
璽
一
三
三
名
、
夜
間
時

一
主
催
者
で
あ
る
加
綴
町
長
は
じ
め
、
一
一
一
一
三
名
、
合
計
一
、
一

O
一
名
で
あ

回
一
来
日
間
の
お
祝
の
言
葉
、
続
い
て
町
、
県
一
り
、
昨
年
よ
り
土
谷
多
く
な
っ
て
お

百
一
ロ
1
タ
y
lク
ラ
ブ
か
ら
の
記
念
品
悶
一
り
ま
す
。
ま
た
、
九
十
歳
以
上
の
方
は

守
一
星
寸
敬
老
年
金
一
説
禽
の
交
付
、
敬
老
者
一
十
八
名
で
す
。
(
機
浜
十
四
名
、
大
賞

月
一
代
表
の
謝
辞
と
式
は
と
ど
こ
お
り
な
く
一
一
一
一
否
、
頁
海
一
名
)

司

a年g
 

，

4
 

駒昭

全
日
本
高
校
ボ
ク

γ
ン
グ

ラ
イ
ト
ミ
ド
ル
級
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

田
口
誠
野
君
海
外
に
遠
征

台
湾
省
へ
遠
征
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た。
田
口
君
の
頼
も
し
い
快
挙
を
た
た
え

み
な
さ
ん
と
一
し
ょ
に
、
こ
ん
と
の
活

躍
を
期
待
し
、
心
か
怠
声
援
を
お
く
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

〈
写
爽
は
栄
錆
を
か
ち
得
た
田
口
談

室

)

一

∞
身
体
障
害
者
の
範
閤
拡
大

∞
心
臓
病
ー
呼
吸
障
害
含
ま
る
::>0000 

町

区

名

明
神
町
一
一
見

hv

一一区

hγ

三
の
上

b
7

一一一の下

h
7

四
区

h
T

五反一

h
y

六
区

hv

七
区

ヂ
八
の
一

h
7

八
の
二

ー
田
口
一
二
代
寿
さ
ん
(
磯
浜
町
永
防
)

の
長
田
町
の
田
口
誠
寿
世
相
(
茨
城
高
校
一
一
一

年
在
学
中
)
は
、
本
年
度
全
日
本
高
校

ボ
ク
シ
ン
グ
、
ラ
イ
ト
ミ
ド
ル
級
選
手

と
し
て
参
加
し
、
全
国
の
強
円
」
う
を
見

事
打
倒
し
て
「
チ
ャ
ぷ
」
オ
ン
」
の
栄

冠
を
か
ち
得
事
や
ど
九
。
去
る
十
二
月
日

本
ア
マ
チ
ュ
ア
ボ
ク
シ
ン
グ
連
盟
の
、

海
外
派
泣
選
手
団
の
一
一
員
と
し
て
、
他

の
九
名
の
選
平
と
と
も
に
、
中
華
民
国

世
界
の
願
い

安
題
担
金

の
ん
だ
ら

の

る

な

の
る
な
ら

の

む

な

従
来
、
身
体
障
害
者
の
範
囲
は
、
視

覚
障
答
、
聴
覚
障
窪
、
一
一
日
活
問
伸
容
、
肢

体
不
自
由
に
限
ら
れ
て
い
卓
や
レ
た
が
、

¥
J
E
八
月
一
日
よ
り
身
体
路
復
活
福
祉
法
の

由
一
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
随
行
さ
れ
ま

f
k
一
し
た
。
こ
の
改
正
に
よ
り
、
心
織
又
は

一
呼
吸
器
の
機
能
障
害
が
身
体
障
害
者
の

範
囲
に
加
え
ら
れ
、
そ
の
陣
容
の
穏
反

は
、
心
臓
又
は
呼
吸
怨
の
永
続
す
る
機

能
照
宮
で
、
そ
れ
が
将
来
と
も
に
閥
復

す
る
可
能
性
が
極
め
て
少
な
い
人
に
限

ら
れ
、
そ
の
信
状
は
約
二
十
と
お
D
く

ら
い
に
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

身
体
障
答
者
手
間
慨
を
受
け
ま
す
と
、
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